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一
　
研
究
会
の
問
題
関
心

　
人
文
社
会
学
部
で
は
二
〇
〇
七
年
に

有
志
が
「
名
市
大
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会
」
を

発
足
さ
せ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
進
め
て
き
た
。
同
時
に
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
、
研

究
成
果
の
発
信
に
つ
と
め
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
こ
う
し
た
な
が
れ
を
引
き
継

ぎ
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
別
所
・
飯

島
・
林
・
三
浦
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
、
現
在
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会
で
あ

る
。

　
本
研
究
会
の
問
題
関
心
は
、
以
下
の

三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
は
、
今

日
的
な
社
会
状
況
に
照
ら
し
た
場

合
、「
持
続
可
能
な
発
展
」（
Ｓ
Ｄ
：

Sustainable D
evelopm

ent

）
の

概
念
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
時
代
と
と
も
に
変

化
し
続
け
る
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
、
そ
の
是

非
も
含
め
て
多
く
の
学
問
分
野
が
検
討

を
進
め
て
い
る
。
研
究
会
で
は
こ
う
し

た
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
つ
つ
、
一
面
的

な
理
解
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
つ
と
め
て

き
た
。
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分

野
の
Ｓ
Ｄ
研
究
を
把
握
す
る
ね
ら
い
か

ら
、
学
外
の
研
究
者
を
招
い
て
報
告
を

受
け
る
機
会
も
設
定
し
て
き
た
。

　
第
二
は
、
最
先
端
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
現
場

で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
践

さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ

ミ
ッ
ト
で
わ
が
国
が
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇

年
」
を
提
起
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
日

本
国
内
で
も
数
々
の
実
践
例
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
。
今
年
度
は
後
述
の
と
お
り
、

先
進
三
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
第
三
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
中
軸
に
据
え
た

人
文
社
会
学
部
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
の

教
育
の
場
面
で
ど
の
よ
う
な
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

実
践
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点

で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
と
っ
て
重
要
な
の

は
「
実
践
」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
本

質
と
い
え
る
。
学
部
教
育
の
展
開
に
お

い
て
、
教
員
一
人
ひ
と
り
は
何
が
実
践

で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、

本
研
究
会
の
射
程
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
以
下
、
今
年
度
の
本
研
究

会
の
主
な
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
。
な
お
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
部
の
『
里
山
資
本

主
義
』」（
二
〇
一
四
年
一
一
月
開
催
）

で
は
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
も
開
催
ま

で
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
特
集
の
各
記
事

に
委
ね
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。

二
　
現
地
調
査
の
実
施

　
　
―
北
九
州
、
加
子
母
、
上
石
津

　
本
研
究
会
は
今
年
度
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実

践
事
例
に
つ
い
て
三
地
区
の
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。
第
一
は
、北
九
州
市（
福

岡
県
）
で
あ
る
。
北
九
州
市
で
は
、
北

九
州
市
立
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
文
部

科
学
省
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事

業
の
採
択
を
受
け
、
市
内
の
七
大
学
と

と
も
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
な

内
容
が
「
北
九
州
ま
な
び
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設
置
と
運
営
で
あ
り
、

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
に
活
動
拠
点

を
構
え
、
こ
こ
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
連
す
る

各
種
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
内

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
公
共
交
通

や
環
境
美
化
な
ど
多
く
の
領
域
に
お
い

て
、
学
生
と
と
も
に
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
新
し
い
活
動
モ
デ
ル
が
形

成
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
。
今
回

の
調
査
に
よ
り
、
活
動
拠
点
の
内
容
や

各
種
団
体
と
の
連
携
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
二
は
、中
津
川
市
加
子
母
地
区（
岐

阜
県
、
旧
加
子
母
村
）
で
あ
る
。
加
子

母
の
取
り
組
み
の
詳
細
は
、
本
誌
の
特

集
に
お
け
る
田
口
氏
の
記
事
に
譲
り
た

い
。
加
子
母
で
は
「
域
学
連
携
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
地
域
と
大
学
の
協
働
を

現
在
ま
で
実
践
し
、
地
域
の
持
続
可
能

性
の
向
上
に
つ
と
め
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、
中
津
川
市
と

合
併
し
て
市
内
の
一
地
区
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
木
工
職
人
か

ら
学
生
が
指
導
を
受
け
、
そ
こ
で
培
っ

た
技
術
を
活
か
し
て
古
民
家
再
生
を
進

め
る
と
い
う
域
学
連
携
モ
デ
ル
が
、
合

併
後
の
現
在
で
も
継
続
し
て
い
る
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
三
は
、
大
垣
市
上
石
津
地
区
（
岐

阜
県
、
旧
上
石
津
町
）
で
あ
る
。
上
石

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

　「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
―
人
文
社
会
学
部
に
お
け
る
実
践
に
む
け
て
」

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
三
浦
　
哲
司



80

津
の
取
り
組
み
の
詳
細
に
関
し
て
も
、

本
誌
の
特
集
に
お
け
る
森
氏
の
記
事
に

譲
り
た
い
。
本
研
究
会
で
は
、
薪
ボ
イ

ラ
ー
で
稼
働
し
て
い
る
上
石
津
の
温
浴

施
設
を
視
察
し
た
。
地
域
内
の
住
民
か

ら
持
ち
込
ま
れ
る
薪
を
用
い
て
ボ
イ

ラ
ー
を
動
か
し
、
そ
の
熱
で
温
浴
施
設

が
運
営
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
は
、
地

域
資
源
の
有
効
活
用
の
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
開
か
れ
た
研
究
活
動
と
そ
の
還
元

　
本
研
究
会
は
当
初
か
ら
「
オ
ー
プ
ン

な
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
研
究
資

金
は
多
く
の
方
々
に
寄
与
す
る
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
」
と
い
う
方
針
を
立
て

て
い
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
二
回
に

わ
た
っ
て
学
外
の
研
究
者
を
講
師
に
招

き
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
最
先
端
の
学
術

動
向
の
報
告
を
受
け
る
機
会
を
設
定
し

た
。

　
第
一
回
は
七
月
二
五
日
（
金
）
の

一
七
時
か
ら
、
高
野
雅
夫
氏
（
名
古
屋

大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
）
を

講
師
と
し
て
招
き
、「
里
山
の
暮
ら
し

を
拓
く—

自
然
に
生
き
る
生
き
方
を
求

め
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開

催
し
た
。
高
野
氏
は
豊
田
市
旭
地
区
に

お
い
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し

た
里
山
の
暮
ら
し
に
関
す
る
調
査
・
実

践
を
進
め
て
い
る
。
近
年
で
は
中
山

間
地
に
移
住
す
る
若
者
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
現
象
は
「
逆
都
市
化
」

と
し
て
把
握
で
き
る
と
い
う
。
旭
地
区

で
も
実
際
に
、
新
し
い
価
値
観
を
持
つ

若
者
た
ち
が
移
住
し
は
じ
め
、
集
落
の

住
民
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
新
し
い
里
山

の
暮
ら
し
を
実
践
し
て
い
る
。
高
野
氏

は
、
こ
う
し
た
新
し
い
動
向
こ
そ
が
わ

が
国
の
里
山
の
将
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
、
と
説
い
て
い
た
。

　
第
二
回
は
二
月
九
日
（
月
）
の
一
六

時
三
〇
分
か
ら
、
海
道
清
信
氏
（
名
城

大
学
都
市
情
報
学
部
教
授
）
を
講
師
に

招
き
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
と

名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
会
を
開
催
し
た
。
近
年
、
わ

が
国
で
は
人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
な

か
で
、
都
市
の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
海
道
氏
は

わ
が
国
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
研
究
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
数
々
の
研
究
成

果
を
発
信
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。

海
道
氏
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は

じ
め
と
す
る
各
国
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
政
策
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

わ
が
国
の
動
向
は
自
治
体
の
歳
出
削
減

が
最
優
先
さ
れ
、
都
市
の
持
続
可
能
性

と
い
う
観
点
に
乏
し
い
と
い
う
。
ま
た
、

環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
が
期
待
で
き
る

も
の
の
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

に
む
け
た
合
意
形
成
が
困
難
と
い
う
事

実
も
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
研
究
会
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

関
し
て
「
研
究
と
教
育
の
架
橋
」
も
強

く
意
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
研
究
会

で
獲
得
し
た
知
見
や
視
点
は
、
可
能
な

限
り
各
自
の
授
業
で
活
か
し
て
い
く
こ

と
も
重
視
し
た
。
現
在
、
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
科
目
「
持
続
可
能
な

日
本
社
会
論
」
を
担
当
し
て
い
る
。
今

年
度
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
何
か
」（
総
論
、

別
所
）、「
少
子
化
・
人
口
減
少
社
会

と
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」（
マ
ク

ロ
レ
ベ
ル
、
飯
島
）、「
持
続
可
能
な
都

市
の
可
能
性
︱
人
口
減
少
社
会
と
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
」（
メ
ゾ
レ
ベ

ル
、
林
）、「
ま
ち
づ
く
り
と
持
続
可
能

性
︱
空
き
家
問
題
を
手
が
か
り
に
」（
ミ

ク
ロ
レ
ベ
ル
、
三
浦
）、
と
四
名
で
分

担
し
た
。
こ
の
授
業
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
を
変
革
す
る
た
め
の
学
び
と

い
う
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
意
識
し
、

受
講
生
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

学
生
同
士
の
対
話
を
重
視
し
た
。
一
方

的
な
講
義
形
式
を
採
ら
な
か
っ
た
結
果
、

学
生
か
ら
は
「
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
協

力
し
て
調
査
・
発
表
し
、
社
会
と
の
関

わ
り
を
意
識
す
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

四
　
到
達
点
と
今
後
の
活
動

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
年

度
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会
は
、
定
例
研
究
会

の
開
催
、
現
地
調
査
の
実
施
、
公
開
講

演
会
の
開
催
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
科
目
で
の
研
究

成
果
の
還
元
、
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
一
年
間
の
活
動
を
通
じ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

研
究
を
進
め
る
う
え
で
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
将
来
的
な
科
研
費

獲
得
も
視
野
に
入
れ
た
活
動
基
盤
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

学
生
の
な
か
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
科
目
「
持
続

可
能
な
日
本
社
会
論
」
に
触
発
さ
れ
、

学
外
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
た
者
も

み
ら
れ
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

研
究
成
果
が
か
た
ち
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
本
研
究
会
の
活
動
に
は
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
Ｓ
Ｄ
概
念
に
関
す
る
理
論
研

究
が
必
ず
し
も
進
展
し
て
い
な
い
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
当
初
は
国
内
外
の
文

献
の
講
読
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
概
念
を
多
角

的
に
理
解
し
て
い
く
予
定
で
い
た
が
、

メ
ン
バ
ー
の
時
間
的
な
都
合
な
ど
か
ら

ほ
と
ん
ど
着
手
で
き
な
か
っ
た
。
今
年

度
の
反
省
を
生
か
し
、
来
年
度
は
理
論

研
究
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
研
究
会
の
活
動
は
道
半
ば
で
あ
る

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
の
深
化
に
向
け
、
来

年
度
も
引
き
続
き
研
究
活
動
を
継
続
さ

せ
て
い
き
た
い
。


